
































する BMI（Body mass index、体格指数、kg/m2）があげられる。日本肥満学会では、BMI が 25






















を行うことを考慮し、18 歳から 22 歳までの 46 名（１年生 21 名、２年生 25 名）を対象とした。 
1.2．調査時期 
食物摂取状況調査は、１年生には平成 26 年４月、２年生は５月に実施した。身体測定（腹部






























食品群別摂取量との関連については対応のない t検定を行った。統計処理には、SPSS Statictics 




 内臓脂肪厚の平均値は 8.7±3.6mm、最低値が 3.0mm、最高値は 18.2mm であった。内臓脂肪厚
別の人数と割合を表１、内臓脂肪厚別の人数分布を図１に示す。内臓脂肪厚の人数分布は、8.0
～9.9mm が 13 名（28.3％）と最も多く、次いで 4.0～5.9、6.0～7.9mm が８名（17.4％）、10.0
～11.9mm が６名（13.0％）、12.0～13.9mm、14.0mm が４名（8.7％）、4.0mm 未満が３名（6.5％）
であった。また、皮下脂肪厚は 13.0±6.2mm であり、そこから算出した V/S 比は 0.8±0.4 であ
った。 
 







                         図１ 内臓脂肪厚別の人数分布 
 
2.2．身体状況 
身体状況では、身長 157.4±9.4cm、体重 55.0±8.9kg、BMI22.2±3.4、ウエスト 70.7±9.4cm、
ヒップ 90.6±7.0cm、ウエスト/ヒップ比 0.8±0.1、大腿部 48.3±4.8cm、体脂肪率 29.1±6.2％、
筋肉量 36.1±3.6kg、推定骨量 2.6±2.6kg、内臓脂肪レベル 3.2±2.4、基礎代謝量 1224±114kcal、
低値群（N =26） 高値群（N =20）
身長 cm 157.6±6.3 157.1±4.8 .812
体重 kg 52.9±7.8 57.7±9.6 .069
ＢＭＩ － 21.3±2.9 23.4±3.7 .042*
ウエスト cm 66.8±6.9 75.7±9.9 .001**
ヒップ cm 89.3±6.3 92.2±7.6 .166
ウエスト/ヒップ比 － 0.75±0.04 0.82±0.06 .000**
大腿部 cm 47.3±4.3 49.6±5.2 .103
体脂肪率 ％ 27.5±6.0 31.3±6.0 .039*
筋肉量 kg 35.4±3.6 37.0±3.5 .147
推定骨量 kg 2.9±3.5 2.3±0.3 .454
内臓脂肪レベル － 2.7±2.5 3.8±2.2 .139
基礎代謝量 kcal 1205±102 1249±127 .209
体内年齢 歳 20.1±3.7 23.4±5.2 .016*
体水分率 ％ 51.0±4.0 48.9±3.1 .068
皮下脂肪厚 mm 11.1±4.8 15.5±7.1 .016*
内臓脂肪厚 mm 6.2±1.7 11.9±2.8 .000**
Ｖ/Ｓ比 － 0.67±0.32 0.93±0.48 .035*








*p <.05,  **p <.01































59.7±15.3g、脂質 63.2±16.0g、炭水化物 239.7±40.8g、カルシウム 454±183mg、鉄 6.3±2.2mg、
レチノール当量 461±190μg、ビタミンＢ１0.85±0.24mg、ビタミンＢ２0.96±0.28mg、ビタミ
ンＣ65±35mg、食塩 8.3±2.8g であった。エネルギー比率は、たんぱく質エネルギー比 13.3％、
脂質エネルギー比 31.7％、炭水化物エネルギー比 53.4％であった。 
低値群（N =26） 高値群（N =20）
エネルギー kcal 1869±331 1700±345 .100
たんぱく質 ｇ 63.0±14.8 55.4±15.1 .094
脂質 ｇ 66.3±15.6 59.2±16.1 .135
炭水化物 ｇ 248.5±40.1 228.3±39.6 .097
カルシウム mg 510±191 380±146 .015*
鉄 mg 7.0±2.3 5.4±1.7 .012*
レチノール当量 μg 540±193 359±132 .000**
ビタミンＢ１ mg 0.90±0.24 0.77±0.23 .082
ビタミンＢ2 mg 1.04±0.28 0.86±0.26 .035*
ビタミンＣ mg 79±35 47±27 .001**
食塩 ｇ 8.4±2.2 8.1±3.4 .766
*p <.05,  **p <.01
内臓脂肪厚
栄養素等 単位 ｐ値
低値群（N =26） 高値群（N =20）
穀類 ｇ 333.8±93.7 346.1±86.8 .649
いも類 ｇ 30.5±19.3 18.9±27.6 .103
緑黄色野菜類 ｇ 85.5±43.5 44.1±25.9 .000**
淡色野菜類 ｇ 120.6±70.1 70.7±40.0 .004**
海草類 ｇ 4.5±3.7 2.9±3.4 .135
豆類 ｇ 41.0±33.9 28.0±32.1 .195
魚介類 ｇ 43.8±22.3 44.6±31.5 .915
肉類 ｇ 87.5±36.6 84.9±38.7 .819
卵類 ｇ 37.7±11.5 32.2±16.0 .182
乳類 ｇ 125.3±87.1 140.0±117.3 .628
果実類 ｇ 61.4±52.9 39.0±35.1 .110
菓子類 ｇ 77.2±57.6 84.7±60.8 .672
嗜好飲料 ｇ 59.7±78.7 54.4±51.6 .796
砂糖類 ｇ 6.8±3.8 5.6±4.0 .302
種実類 ｇ 1.8±4.8 0.7±0.8 .304
油脂類 ｇ 13.2±5.2 10.6±3.1 .057
調味料・香辛料類 ｇ 30.2±21.0 31.2±25.8 .879




































食品群別摂取量は、穀類 339.1±90.0g、いも類 25.5±23.7g、緑黄色野菜類 67.5±42.0g、
淡色野菜類 98.9±63.5g、海藻類 3.8±3.6g、豆類 35.3±33.4g、魚介類 44.1±26.4g、肉類 86.3
±37.1g、卵類 35.3±13.8g、乳類 131.7±100.4g、果実類 51.7±46.9g、菓子類 80.5±58.5g、
嗜好飲料 57.4±67.6g、砂糖類 6.3±3.9g、種実類 1.3±3.7g、油脂類 12.1±4.6g、調味料・香







 腹部脂肪分布状況から、8.0～9.9mm に最も多く分布していた。田所ら８ )は肥満外来者
（BMI=28.2±4.1、年齢 55±14 歳）に調査を行い、女性における腹膜前脂肪厚 10mm は CT によ
る内臓脂肪面積 100cm2に相当すると報告している。本研究対象者において腹膜前脂肪厚が 10mm
以上であったのは 46 名中 14 名（30.4％）であった。女子大学生を対象とした杉山ら９)の報告
によると、腹膜前脂肪厚が 10mm 以上であったのは 51 名中７名（13.7％）としており、本研究
対象者は内臓脂肪を蓄積している者の割合が２倍以上であった。しかし、杉山ら９)は腹膜前脂
肪厚が 10mm 以上であってもインピーダンス法による内臓脂肪面積が 100cm2に達するものはほ
とんどいなかったと報告しており、田所ら８)との違いを、測定方法、年齢、身体状況などとし
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